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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所　　第６回 役員予定者会議  議事録
◆日時：２０１０年１２月６日（月）

１８：５０～

◆場所：弘栄設備工業㈱　研修室２F

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事予定者
2. ＪＣＩクリード唱和                              齋藤伸治部会長予定者
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　　矢口政則部会長予定者
4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                  會田智弘部会長予定者
5. 出席者の確認（敬称略）                          横山隆太事務局長予定者
理事長予定者　　　　　　　　船　橋　吾　一
直前理事長予定者　　　　　　荒　井　　寛　
副理事長予定者　　　　　　　野　口　雅　弘（遅参）
副理事長予定者　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長予定者　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長予定者　　　　　　　井　上　周　士
副理事長予定者　　　　　　　齊　藤　秀　昭（欠席）
専務理事予定者　　　　　　　奥　山　和　征
監事予定者                  齋　藤　秀　和（公欠）
監事予定者                  鈴　木　慎　也
監事予定者　　　　　　　　　高　橋　　大　

特別委員長予定者            菊　池　　学　
特別委員長予定者            後　藤　吉　伸
室長予定者                  東海林　　仁　（遅参）
室長予定者                  金　子　　明　（遅参）
室長予定者                  安　藤　太一郎
室長予定者                  三　沢　慶　洋
本部長予定者　　　　　　　　鈴　木　辰太郎
本部長予定者              　中　村　祥　之
委員長予定者　　　　　　　　佐　藤　貴　博（遅参）
委員長予定者　　　　　　　　伊　藤　健　二
委員長予定者　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）
委員長予定者　　　　　　　　中　村　正　利
委員長予定者　　　　　　　　遠　藤　智　大
委員長予定者　　　　　　　　豊　島　　宏
委員長予定者　　　　　　　　鈴　木　　力
部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　伸　治
部会長予定者　　　　　　　　佐　藤　　淳　（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　福　島　隆　之（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　會　田　智　弘
部会長予定者　　　　　　　  齋　藤　洋　也（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　高　野　秀　哉（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　矢　口　政　則
財政局長予定者　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）
事務局長予定者　　　　　　　横　山　隆　太
＜オブザーバー＞

会務セクレタリー予定者      岩　田　雄　治

会務セクレタリー予定者      狩　野　慎一郎
会務セクレタリー予定者　　　菅　野　佑　吉
会務セクレタリー予定者      河　又　勇　人
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山 隆太 事務局長予定者

理事会構成員３１名に対し２０名の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
署名人には井上副理事長、中村本部長。作成人には会務セクレタリー。
８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
第５回役員予定者会議の議事録について、本会議終了後に自動的に承認となる。

９．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
専務の方から冒頭でございましたが、本日大変遅くなりまして申し訳ございませんでした。本日、討議上程させて頂きます件について、最終正副でコンセンサスを図らせて頂いた次第でありました。また、差し替え等、議案が出てきたために、議案の配布が遅くなりましたことに対して、お詫びを申上げたいと思います。本日が第６回役員予定者会議ということで、予定者の会議といたしましては最終の会議となります。是非、妥協することなく、忌憚のないご意見を頂きながら進めて頂きたいなというふうに思っております。１週間ちょっとしか経っておりませんので、この間の出来事と言えばあまりなかった訳でございますが、まずは先週の地区協議会の最終会員会議所会議につきましては、本当にＬＯＭメンバーの皆様からＬＯＭバスまで出して頂いて、井上事務局次長の応援とＡＳＰＡＣの国内主幹ＬＯＭ推薦承認を頂きました御礼について皆様から同行して頂きまして、誠にありがとうございました。来て頂いた方は分かるかと思いますが、その時の出席して頂いた東北の理事長、そして役員、その他一般のメンバーの方も一緒になって整列して頂いて、会場は縦の面では収まりきらず、後ろの方まで列を作って頂いたことに対して本当に感動を覚えました。本年度の会長が一人の四千歩ではなくて四千人の一歩、これが大切であるというふうにずっと進めて参りました。会長の温厚な温和な性格と、本当にユニークな発想のもと、進めて参った次第でありますが、本当にまとまりのある地区、あんまり地区を見ることはなかったのですが、本当にまとまりのある地区協議会であったと外から見させて頂いて感じた次第であります。そんなＬＯＭを来年度は地区協議会を参考にしながら作り上げていきたいと本当に思った次第であります。それと同時に、次年度の会員会議所会議、私も出席させて頂いて開催をされました。そこで来年度の予算と事業計画等が審議をされ、いよいよ地区協議会もスタートしていくという段取りとなっております。それにつきましては、ここにいらっしゃいます荒井直前理事長、荒井会長予定者も前日から入っておられまして、役員会議等々本当に御苦労様であったと思っております。お疲れ様でございました。そのあと日本ＪＣの２０１１年度の事業説明会がございました。前回の全国大会での説明より数段素晴らしいものになっておりまして、全てを説明し上げるのではなくて、その要点や伝えたい部分をしっかり伝えられた。短い時間で伝えて頂くことが出来た素晴らしい事業説明だったと思います。それにつきましては、また欠席をしておりますが、野口副理事長も大変御苦労をなされたかと思っております。その中でおもいやりのセミナーというものが上程されましたが、内容については詳しくは分かりませんけども、なかなか素晴らしいものがあるなと思っておりましたので、是非事務局長、専務の方から、関係のある委員会がございましたら落としていって頂きたいなというふうに思います。そのあと地区の卒業式が行われました。長谷川浩一郎本年度特別顧問日本ＪＣ副会頭が無事に卒業されました。これで長谷川浩一郎特別顧問も全ての卒業式が終わって、ある意味、肩の荷が下りたのかなという表情を当日はしておりました。その挨拶の中で、あえて日本ＪＣの立場ではなくて、山形ＪＣのことだけを話をしておりました。本当に山形ＪＣのメンバーの一人として、ＡＳＰＡＣ本年度お世話になった方々に対して御礼を申上げておりました。その姿を見て本当に良かったなとしみじみ感じた次第であります。また、懇親会の席には菊池特別委員長、鈴木本部長、またその他卒業生、今年度の事務局、次年度事務局と数多くの出席者を頂いて、本当に我々山形ＪＣもここにあり、地区にありというふうなこと主張ができたのではと思っております。ありがとうございました。そんな中で地区協議会が終わったわけですが、井上事務局次長、大変目立っておられまして本当に素晴らしい活躍ぶりを見せておったことを最後に付け加えさせて頂きたいと思います。お疲れ様でした。そのあと土曜日ですが、朝発って今度は日本ＪＣ国際グループアジアアライアンス確立委員会の第一回山形委員会が開催されました。聞くところによりますと、委員会メンバーが３５名で多分スタッフを入れて４０名ちょっとくらいの委員会かと思いますが、実はちょっと人数的に少なかったのかなという感じで参加人数だけを聞いた時は思いましたが、さすが野口委員長で素晴らしい委員会が開催されたのではないかと思っております。そのあと懇親会にも参加させて頂いたわけですが、野口イズムをしっかり出して頂いて、素晴らしい懇親会でありました。そこを見ますと、素晴らしい委員会になったというふうに私は確信しております。その中で冒頭の挨拶にその１２名を超える３倍くらいのＬＯＭメンバーから本当にお越しを頂いて素晴らしい挨拶をすることが出来ました。皆様に対して感謝を申し上げたいと思います。たとえ３０分でも、そうやって作って頂いたことが、多分これからのＬＯＭのさらなる飛躍、さらなる結束、絆に繋がっていくのではないかなと思っております。皆様一人ひとりのお声掛けをこれからも是非宜しくお願いしたいなと思っております。本日欠席でございますが、佐藤貴博総括、今野君、吉田君、また松田副理事長に対しましては御礼を申上げたいと思います。これからも皆、一致団結をして、素晴らしい委員会を築いていって頂きたく思います。委員長がいないので、この言葉は松田副理事長の方からお伝え頂ければと思っております。こんな一週間の中でこれだけの事業があったということを考えますと、これから師走にかけてまだまだ活動しなければいけない部分があります。私も諦めることなく、いろいろなものを調整しながら精一杯活動に邁進していきたいと思っておりますので、皆様方も是非最後の最後までご協力頂いて、本年度も締めながらしっかり２０１１年度を作り上げていって頂きたいなと思っております。本日も長くなりましたが、いろいろな議題が満載でございます。皆様からいろいろなご意見を頂いて素晴らしい理事会になることをご祈念申上げ、理事長としての挨拶とさせて頂きます。本日も宜しくお願いいたします。
１０．直前理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井 寛 直前理事長予定者
本日も宜しくお願いいたします。今ほどありましたが、第６回目の役員会議ということで、泣いても笑っても今年最後の会議だということでありますので、皆様心残りがないように是非この会議の方に臨んで頂きたいなと思っております。ブロックの方はといえば、この前もお話させて頂きましたが、先月の２７日に第２回目の会員会議所予定者会議とそしてまた役員会議がありまして、それも無事に終わりました。それから日にちが経っておりますが、私も初めての経験で今気づいたというか感じているのですが、実はブロックの方は、来年の新春賀詞交歓会が１月２９日なのですが、その時に、役員会と会員会議所の１回目があるのですが、それまで何もないですね。全員が集まって打ち合わせをする場が何と２ヶ月もありません。ということでありまして、非常に私としては、運営側の責任者としては非常に不安なのですね。今そんな心境に駆られているのです。それに比べ、ＬＯＭの方といえば、大きな船出となる新春賀詞交歓会までの間に、今から正副会議もありますし常任理事会もある。理事会も当然ありますので、そういったことを考えていくと、皆さん一堂にしていろいろとご意見を頂く場がありますので、是非こういった会議の場を大切に扱って頂きたいと、しっかり会議に臨んで頂きたいなということをまずはお願いさせて頂きたいなというふうに思っております。少々話は変わりますが、これも先月の話なのですが、ブロ長会議ということで日本ＪＣの方に行って参りました。その時にいろいろ話があったのですが、その時のエピソードを一つ話しさせて頂きたいなと思っております。会員会議所会議で、理事長の皆様にもお話をしたことで同じことなのですけれども、是非皆様に共有して頂きたいと思います。実は会員拡大のセミナーがありました。ブロック会長のためのセミナーでありました。内容はといいますと、今全国のＪＣメンバーが、今年度１０月現在の数字なのですが、３万９１９０名いるということであります。さかのぼって見ると一番多かったのが９２年。１８年前でしょうかね。９２年が６万７８００名いるのですね。年々やはり減ってきているということなのです。ただ数値で分析してみると実は新入会員の数と、卒業生の数を比較すると、毎年、新入会の方が多いのです。ではなぜ減るかというところは、皆さんの考えの通り、退会者がいるのですね。退会者と卒業生を合わせた数が新入会より多いということです。要するに、退会者をいかに減らすか、なくすかということが一つのポイントになってくるということです。さらに分析を深めていくと、実は退会者の中の約４割近く５割近くが、入会３年未満の方々らしいのです。これは山形ＪＣではちょっとその傾向とは違うのかもしれませんけれども、全国的にはそういうことだそうです。ということでやはり若いメンバーに入ってその数年間でＪＣの魅力を伝えることができるか。ＪＣに興味を抱いてもらうことができるか。そういったことが非常に大切なんじゃないかという話でありました。ただ単に入れるだけであればそれは会員拡大ではない。それは新入会員のただ単なる勧誘だということでありました。入れてそしてしっかりと仮会員セミナーをするなり育成して、そしてそうすることによって、本当の会員拡大に繋がっていくのだということでありましたので、山形ＪＣもしっかりと仮会員セミナー等を行っておりますので、今後もそれは実践して頂きたいというふうに思っております。ちょっと募集の話に戻すと、いろいろな拡大の方法があって、拡大ツールを使ったり、拡大会議をしたりと山形ＪＣでやっていることでありますがこういったことがありました。その中で何点か印象的なことがあったのですが、女性メンバーを入れるとなぜか男性メンバーも増えるということで、これは冗談ではなくて本当にそういう統計があるそうであります。日本ＪＣと韓国のＪＣを除くと世界のＪＣ中では、何と半分以上が女性会員だそうです。本当かどうかといえば勿論それは本当なのでしょうけども、いずれは日本もそういうふうな社会になるのかもしれません。もう一つが、理事長の取り組みの中で、ある理事長の例なのですが１年間に百数十回、メールマガジンを出したそうです。会員拡大だけのメールマガジン。これを１年間やったということでありました。人のモチベーションというのは２日間、４８時間ぐらいしか持たないと言われているので、ちょうど忘れた頃に理事長からのメールが来て、そして刺激を与えられてまた頑張ろうということになるということでありました。いろいろなやり方があるということを聞いてきたわけですけども、そういった中で、会員拡大を一つの例に挙げましたけども、それに限らず、あらゆる事業あらゆる場面において、やはり山形ＪＣの魅力、それを感じることができるように、特に我々メンバー自身が、自分たちがＪＣの魅力を感じることができるようにして頂きたいなと思っております。理事メンバーの皆様にはそういった設え等々意識の中に置いて頂きたい、ということを取り組みとして、頭の中に入れておいて頂きたいなということをお願いしまして、本日の直前理事長の挨拶とさせて頂きます。
１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　鈴木力委員長予定者

１３確認事項その他を含め４件、１４討議事項その他を含め３件、１５審議事項その他を含め１０件

１６番協議事項その他を含め７件、１７番報告依頼事項その他を含め４件

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長予定者
全会一致で議事採択

１３．確認事項
（以下、『予定者』表記を割愛）

確－０１　１１年間フレーム（案）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【説明】

前回の予定者会議において指摘された日本青年会議所へのオブザーブ参加について、こちらの方の日程を反映させて頂いた。
確－０２　組織図（案）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【説明】

出向者について追記がある。日本青年会議所アジアアライアンス確立委員会に委員として佐藤幸助君が、また地区協議会総務委員会の副委員長として金子室長が出向となる。
確－０３　理事長所信（案）Ｖｅｒ．１７について　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【説明】

確－０４　その他

削除

１４．【討議事項】
討－０１　定期発送物の発信・発送（案）について　　　　　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】
本年も電子化１００％ということで、毎月お送りしている定期発送物を総務委員会の方で準備させて頂く。また２月、６月、１１月については郵便での搬送という形でも送る。委員会の皆様も活用頂きたい。随時、発送物の取りまとめをさせて頂くのでご協力のほど宜しくお願いしたい。
鈴木本部長【意見】
近年電子化になってから、定期発送物の中身が、事務局からの翌月の案内のみというのがほとんどである。この点についてどのように考えているのか。

鈴木委員長【回答】
電子で送られてくる内容は翌月のスケジュールと例会の案内が多くなっている。その中で定期発送物の利用の方法を今一度考え直していきたい。各例会の案内についても場所の案内はあるが、出欠確認等もっと幅広く利用していく価値がある。月々の例会の案内だけではなく事業の案内の方も利用して頂ければと思う。

鈴木本部長【意見】
理事会で各事業の審議を取るのは1ヶ月以上前ということで、だいたい前々月の理事会で審議が通るわけだが、その例会の案内が前月になると前月の最後の週に定期発送で送られる。その例会自体は、第二週の火曜日に行われる。そうすると二週間ある。その中で来年は調整例会や、登録料の発生する例会がある。そう考えると、審議を通った委員会から流した方がスムーズではないか。また事務局からの連絡についても総務を介して、定期発送でそれだけ送るというのは意味が分らない。

鈴木委員長【回答】
おっしゃる通りである。私も青年会議所の理事会、定期発送物の日時、そして各事業、各例会の開催時期というのは限られた期間内で発生する、翌月ではなく事業の案内でしたら前々月でも当然受け付けさせて頂く、こちらの方でも声掛けさせて頂く。

鈴木本部長【意見】
委員会独自の案内はやめて、定期発送の方でやりたいということか。

鈴木委員長【回答】
本年定期発送に関しまして事業の案内等が入らず、各委員会から直接同報メールでの案内が非常に多くなっていると思う。では定期発送は見なくていいのかではなく、一緒に入っていれば確認もしやすいと思う。定期発送にも入れて頂きまして、それでもし不備不足があれば再度委員会の方からご連絡を頂きたい。
高橋監事【意見】
近年の定期発送を見て思うのだが、ファイルをパソコンに落として解凍してみないと中身が確認出来ないということで忙しいと見ない方もいると思う。スケジュール程度のものは、メールの文面に入れて頂きたい。そうすれば定期発送のメールを開いただけで、いつ、どこで、何があるのかくらいは分かるようにし、もっと詳しく知りたい方は、解凍して見ればいいというふうに工夫をして頂きたい。

奥山専務理事【コメント】
各委員会審議が通ってご案内が出来るものは、今まで通り各委員会で流しても構いませんが、是非とも定期発送をご活用頂きたい
討－０２　２０１１年度ＡＳＰＡＣ招致プロジェクト会議開催（案）について　　　　　　　　事務局
船橋理事長【上程】

本来であれば理事長からの上程というのはないのだが、ご存知のように本年国内誘致権を獲得して、いよいよ来年１月から本格的に活動をするという流れになっております。２０１２年に国際ＢＩＤを獲得するというような力強い活動をしなければいけない。リーダーである私が、皆様にしっかりお伝えして進めていくことが一番いいと思い進めてきたものである。本件につきましては、主に関わりを持って頂く夢を現実にする特別委員会と、ヒアリング等で若干お話をさせて頂き、ご意見を頂きながら、そして正副では、しっかり皆様からご意見を頂いてコンセンサスを取り、そしてシニアとも打ち合わせをした結果であります。概略は説明させて頂きますがまず皆様に申上げたいのは、とにかく我々は未知の道へ進んでいかなければなりません。その中でとにかくスタートをして、みんなで良い方向に協議をしながら進めていくというところが必要だと思う。そんな中の位置付けのこの会議について、今から皆様にご説明をさせて頂いて是非、是非ご意見を頂きたいと思っております。まずはこの前段となりますプロジェクト会議は、実はすでに今年度次年度の事務局プラス今年の担当委員会そして次年度の担当委員会でメーリングリストを使いながら、会議を数回重ねて進めてきております。その内容についてはやはり我々で共有しなければならない情報をこの場で、みんなで討議をする。またはその方向性を協議する。そして実際の作業を進めていくというような流れで今まで来ておりました。ただ来年については、私が皆様にお話をしたように、常任理事会にて夢を現実にする特別委員会が議案化した内容をその常任理事会の構成メンバーで、しっかりＬＯＭのメンバーに落とし込んでいきたいというような強い意志でこの組織を作って参りました。その私の思いと、ＡＳＰＡＣプロジェクト会議を是非、融合させて進めていけないかというような形できたのが、このＡＳＰＡＣ招致プロジェクト会議でございます。まずは添付資料を開いて頂いて内容を上から説明させて頂きます。

船橋理事長【資料説明】
本会議の議長として、招致委員長でもあります三浦理事長にお願いしたい。構成メンバーは、常任理事会構成メンバーを基本とします。ただし、若干名その他、委員長から組織に入って頂きたいと思っている。

会議の役割と討議内容について重要なことはまだ承認を頂いておりませんが、この費用について是非基金から取り崩しをさせて頂いて使っていきたいと思っています。それについては皆様からいろいろな場で承認を頂かなければいけませんが、やはり「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ Ｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を進めていくにあたって、我々が一生懸命生命をかけて進めている誘致開催は必ず必要なことであります。この思いをしっかり基金委員会に話を進めていきたい。その運用関係を確認する場、あえて審議という言葉を使わせて頂いたが、ＬＯＭの会計ではありませんので基金の運用でありますから理事会での承認ではなくて、このプロジェクト会議の中で審議をしていきたいと思います。この流れについてもご意見を頂きたい。

鈴木本部長【意見】
これは正副で話し合ったスケジュールなのか。２月は、四維に行って帰ってくるのと重なる。３月はセネターゴルフと重なる。一体どのくらいのものを精査して出しているのか本当に不安である。正副でこのような出し方をしてくるのであれば、私たちは担当委員会として非常に不安です。そして上程時期がプロジェクト会議の４日前ということで、正副で話し合ったのがこれであれば私は付いていけないと思う。しっかりしたものを出して頂きたい。

船橋理事長【回答】
スケジュールについては、概略、私のイメージで作らせて頂いた。このお詫びは私が申し上げるところでもう一度しっかりと私なりに精査させて頂く。付いていけないと言われれば、それはそれで仕方ない話ではあるが、私の確認ミスではあるが、是非前向きに着いてきて欲しいというのが私の思いである。

高橋監事【意見】
ＡＳＰＡＣに向けて、協議、審議、そして共有していかなくてはならないことが沢山あるかと思う。具体的にいつまでにどういったものを詰めなくてはいけないかを、今現在でもこの時期までこういったことをしなければならないスケジュールはあるのか。

船橋理事長【回答】
すでに進めなくてはならないことが多々ある。その内容については、夢を現実にする特別委員会が先月と今月に上程した京都会議や、セネターゴルフであったり、ソニーユウさんの現場調査のアテンド計画であったり大体のスケジュールが出ている。私のイメージとしては、年初めは１回で終わらずに、もしかしたら２回しなければならない。常任理事会も利用しながら、皆様にご提示をしていきたいと思っている。私だけがわかっているので、このようなつたない議案になっているがしっかり落し込んでいきたい。

菊池特別委員長【意見】
４番の基金の取り崩しについて当委員会が４日前に上程をするとなっているが、多分上程という言葉は、使った後の報告等もある。また皆様に承知して頂きたいのは、私たちの任務からすると、自分たちが使うお金ではないが、接待等で使う場合もあるので、これを上程とすると正直これから困ることも多々出てくると思う。上程という表現を考えて頂きたい。試算、見積りとか、もう少し柔らかい表現で書いて頂きたい。また、表現のみならずお金の性質も考えて頂きたい。また最後に一言補足だが、当委員会は前向きに考えて、ＬＯＭを代表してＡＳＰＡＣに向かっているという自負を持っている。セネターゴルフも大きなもので、本気で真剣に頑張っているところであるので、ご認識頂ければと思う。

船橋理事長【回答】

上程をしなければいけないという表現になってしまったことに対してお詫び申上げる。ただこういった形の方向性で一度ご提案申上げて、またよりよい方向にしていきたいと思う、是非ご理解を頂きたいと思う。また特別委員長から言われるまでもなく、毎回感謝を申上げている通り、これだけＬＯＭを牽引していこうと進めていることに対し深く感謝する。こういった表現で、一つの委員会がやる気をなくしたとかないように、是非これからもこの意気込みでやって頂きたいと思う。鈴木本部長も是非、お願いしたいと思います。
酒井委員長【意見】
スケジュールのところにつきまして基本的に第３火曜日となっているが、３月の第３火曜日１５日は講師セミナーをさせて頂きますので、時間の変更等をお願いしたい。

奥山専務理事【回答】
スケジュールを確認し、再度反映させていく。

野口副理事長【意見】
スケジュール等の不備は正副を代表してお詫び申し上げる。まず何が言いたいかというと、こういった形のものを理解して頂いて、来年２０１１年度は、ＡＳＰＡＣに向けて、まず１歩１歩やっていきましょうという理事長の思いである。書類等の不備は正副一丸となりお詫びを申上げるが、年明けしっかりとしたものをスケジュールとして上程させて頂きたいと思う。また先程、菊池特別委員長からありましたが、山形青年会議所は、当面は京都会議と３月に行われるセネターゴルフ、そしてＡＳＰＡＣについては理事の皆様には京都会議以外でいうと、３月、６月どちらかは行って頂きたい。できれば両方行って頂きたい。セネターに関しては約３０名。ＡＳＰＡＣについては実質６０名くらい行かないと、今年２０１０年のサマコンで国内ＢＩＤを取ったＬＯＭとしては、非常に見られるということがあるので、お金かかるから行かない、スケジュールが空かないから行かないではなく、それに向かって何をすべきかを一人ひとり考えて頂きたい。この間も話したが、海外や東京へ行くと麻痺してしまう。皆さんも会社を３日、４日空けるというのは大変なことだと思う。ただ、１か月前、３カ月前、６か月前に言っておけば、予定を合わすことは出来ると私自身は思っている。是非、今後そういうことがあるということだけは認識して頂き、招致会議のプロジェクトチームが来年１年間開催されるということを認識して頂きたい。私は皆さんへお詫びと、お願いという形でご理解を頂き、参加して頂きたい。

船橋理事長【コメント】

どのような形でみんなを牽引していき、みんなの気持ちを一つにできるかということを正直考えてきた。本当につたない文書であり、気持ちを憤慨させた部分もあると思うが、私の気持ちはみんなをどうやって一緒にしていくかとそれしかないのです。野口副理事長からもありましたが、私の力はたかが知れている。３１名のメンバーが集まって、私はどうやって旗を振って行けばよいのか。その１つの振り方をここで示したまでである。これを作るのは皆さんだ。みんなで作っていきたいと思っている。これだけはみんなで共有をして、来年1年間未知の世界へ、みんなで突っ込んで行きたいというふうに思う。方向性が間違っていたかもしれませんが、この方向性をみんなで修正しながらＡＳＰＡＣというものを、みんなで良いものにしていきたい。それだけお願いをしたい。今回の資料はそうだったかもしれないが、みんなでやっていこうという気持ちだけは絶対どんなことがあっても私は曲げませんので、何としても引っ張っていく。間違ったら言って頂きたい。いろんなことに対してお答えする。この気持ちだけは汲んで頂いて、明日から三浦議長が皆様へお電話するかと思うが。それをしっかりと気持ちを汲んで頂いて、この会議で皆様とお会いしたいと思う。宜しくお願いしたい。
討－０３
その他

削除
１５．審議事項
審議―０１　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会開催要項に関する調査・研究・検証（案）承認に関する件
夢を現実にする特別委員会
齋藤部会長【上程】

鈴木本部長【補足】

前回頂いた意見をすべて反映している。どこまですべきなのかを調査し、ＡＳＰＡＣ招致会議プロジェクトなどを活用しながら進めていく。

菊池特別委員長【補足】

しっかり見て頂いて、意見を頂きたく審議上程している。
三浦副理事長【補足】

山形青年会議所だけでなく様々な関係各所と打ち合わせを進めていかなければならないＡＳＰＡＣ開催であるので、私たちが考えている以外に様々な可能性、行かなければならない所があると思う。皆様からもご意見頂戴してよりよいものにしていきたい。

井上副理事長【質問】

小嶋議長も細かく調査されていたが、今回はどのへんまでの調査なのか。陳情とは。

鈴木辰太郎本部長【回答】

前回金子室長から、陳情をした方が良いのではとの意見があり、２０１４年に完成するコンベンションホールであれば、２０１０年には着工しなければならない、その為に行政へ陳情したらどうか、との意見に対しての答えである。それに対しての考えは、委員会内でももっと検討してからお答えする。調査に関しては、英語版のＢＩＤブックがまだ入手できていない。２０１０年度のＪＣＩポリシーをやっと入手して、翻訳も追い付いていない。小嶋議長が調査していたのは、国内のＢＩＴブックである。
井上副理事長【意見】

市への陳情ということで、各種大会へ行くと歩道橋などに垂れ幕があったりして分かりやすく一体となって取り組んでいると感じる部分がある。その辺も参考にして頂きたい。

野口副理事長【質問】

国際向けのＢＩＴブックを作成するが、それ以外は作らないのか。
鈴木本部長【回答】

長野ＪＣとの引き継ぎの中で、ＢＩＴブックは大変だとの表現をされていた。２０１２年度の２カ月前には電子資料として送るので本年度から取り組むイメージである。その他には宿泊施設等の精査、コンベンションホールに関しても入場者数の調査等引き続き取り組む。

田牧財政局長【質問】
公益の面から質問だが、検証の中に、町おこしや観光に対する効果が検証できる可能性はあるか。

鈴木本部長【回答】

観光資源に関して、国内ＢＩＴへは表記したが、国際ＢＩＴはフォーマットを手に入れていないので記載の義務があるかわからない。アスパック招致へ向けた活動はこれ以外にもあるので、見いだせる部分はあるのかと思う。

田牧財政局長【意見】

ＡＳＰＡＣの効果について公益、共益、分類の判断材料になるものを頂戴できればと思う。
矢口部会長【質問】

コンベンション建設とは一体。

菊池特別委員長【回答】

収容人数の問題で、新しい施設を建てれば良いのではとの意見があり、それがコンベンションホールを建てるとの意味である。
事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―０２　新入会員募集（案）承認に関する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
酒井委員長【上程】

遠藤委員長【意見】

パンフレット内の企業名ですが、社名が変わっている会社もある。精査願います。

菊学特別委員長【意見】

３月１５日に講師例会が入っているが、その日はセネターゴルフも入っている。参加予定の正副常任の皆様がすべてソウルに行かれるわけですから、その日は正副常任がすべていなくなってしまう。その中での開催はおかしいと思う。そこの部分だけを除いて審議して頂きたい。

酒井委員長【回答】
講師の先輩から承諾を頂いており、日程をもう一度確認しなければならない。
金子室長【補足】

日程に関してはメンバーだけでなく先輩へお願をしている。再度日程調整しこの部分だけ審議を外させて頂く。

野口副理事長【質問】
インパクトという合言葉を使っていくようだが、どのような意味で使っていくのか。
酒井委員長【回答】

山形青年会議所に集まるきっかけとなったのは、先輩からの声掛けや同年代からの誘いであった。私たちも何かしらの影響を仮会員へ及ぼせるようなきっかけとなればと思い使用している。

野口副理事長【意見】

メンバーへ簡単に説明できるようにして頂きたい。２０１１年度の国際青年会議所のキャッチフレーズは、「ゴーインパクト」。実行しようという簡単なフレーズでまとめている。委員会の想いを、キャッチフレーズに込めて頂きたい。
鈴木監事【質問】

セミナースケジュールについて、例年では委員会の説明があったが今年はそのようなことが全くなく、例会参加がメインとなっているように思う。今年の仮会員がどのような部分を判断基準として委員会配属を決めるのか教えて頂きたい。

酒井委員長【回答】

連絡調整例会などで承認を頂いた仮会員へ説明する機会を設け、セミナーの中で委員会の方々から説明を頂きたい。
事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―０３　新春賀詞交歓会式典・懇親会開催（案）承認に関する件　　　　　　　会員交流委員会
中村委員長【上程】

鈴木本部長【質問】

添付の来賓リストの中の日本のメンバーはどういった基準で選んだのか。
中村委員長【回答】

例年通り会頭、直前会頭へご案内差し上げ、それ以外の方は、ＬＯＭから出向者を輩出している関係の方を入れている。

鈴木本部長【質問】

国際グループの委員長すべてに案内を出すのが適切なのか野口副理事長に相談したのか。

中村委員長【回答】

時間の無い中ではあったがさせて頂いた。

野口副理事長【回答】

中村委員長から相談を受け、国際関係グループ担当の副会頭より１議会５委員会に案内させて頂いた。他も事務局とですり合わせさせて頂いた。
安藤室長【意見】

前回松田副理事長からも指摘があった来賓のリストについて、まだ御名前の間違いがある。精査して頂きたい。

後藤特別委員長【質問】

いろいろあるが、マニュアルを専務理事と相談したのか、司会、来賓の御出迎えで専務が重複している。宴会の席でも専務に役割があるが、基本フリーな形が良いのではないか。
中村委員長【回答】

まだ事務局と打ち合わせをしていない。申し訳ない。事務局と打ち合わせをさせて頂く。

後藤特別委員長【意見】

議案は中村委員長が作っているのか。主務員に任せていないか、全部見ているのか心配な点がたくさんある、去年のファンクションで指示していたのが誰だかわかるのか、御もてなしのこころを持ってとあるがどういうことかわかるのか。しっかり取り組んで頂きたい。

中村委員長【回答】

申し訳ありません。より良い物にしていきたい。ご指摘を反映させて頂く。
鈴木本部長【意見】

東北地区協議会へ金子室長が出向される。御案内で総務委員長の追加をお願いしたい。
事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―０４　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島委員長【上程】
野口副理事長【質問】
発送先で日本青年会議所各会議、委員会とあるが、全部で７、８人いるがスタッフのくくりで１部なのかお聞かせ願いたい。
豊島委員長【回答】

スタッフで３０名になるということだが、スタッフに１部でお願いしたい。

野口副理事長【質問】

副会頭のところは、全員で１部なのか。

豊島委員長【回答】

副会頭は各１部ずつ、常任も各一部で考えている。

野口副理事長【意見】

まだ精査が足りない。どういうスタンスで配るのかしっかり決めて頂きたい。自分が分からない時は私なり専務に聞いて頂きたい。

鈴木本部長【質問】

フルカラーについて、事業内容での公益的に配布とあるが、公益的にとは何か。
豊島委員長【回答】

今までの配布先にプラス日本ＪＣ役員にも配布と拡大させて頂いたことでの公益的とさせて頂きました。

鈴木本部長【意見】

今までも配布したことがある。それでは公益的とは言えないと思う。過去の資料を見れば分かるが、これではフルカラーが弱い。もっと強いメッセージを頂きたい。
豊島委員長【回答】
山形ＪＣが一丸となっての姿勢を伝えたいと思う。フルカラーの方が決意も意思も白黒より伝わりやすいと思う。
《配布先の精査という条件付きで審議》

事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―０５　山形ＪＣ活動の取材・記録管理・アルバム・作成（案）承認に関する件　　広報渉外委員会
豊島委員長【上程】
田牧財政局長【財政審議より指摘】
予算の費用明細書の中の報告書作成費の合計が１４，５５０円の所、９，０２５円と誤っている。

三浦副理事長【意見】

ＨＰの写真を迅速に掲載するにあたって事業の担当委員会ができるようにルール作りをして周知徹底して頂きたい。
事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―０６　２月連絡調整例会開催（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木委員長【上程】
三沢室長【補足】

時間が無いので短い時間で中身のあるピーアールをお願いしたい。

野口副理事長【意見】

パワーポイントを使ってプロジェクターに映すという日本青年会議所の委員会がするプレゼンという形をとったらどうか。日本ＪＣでは時間オーバーなどは許されないしコメント１つ１つも精査される。そういう勉強の場でもある。フォーマット等は私から提供させて頂き分からないことがあれば説明もする。
事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―０７　２０１１年度外部団体出向（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】
事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―０８　２０１１年度出向者（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】

事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―０９　２０１１年度理事会費（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】

事務局【確認】
全会一致で議事承認
審議―１０　その他

削除
１６・協議事項
協議―０１　山形ＪＣメンバーに対するＰＲ活動に関する件　　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木本部長【上程】
菊池特別委員長【補足】
我々の達成感はＡＳＰＡＣに向けて進んでいくことである。
三浦副理事長【補足】

２０１２年はＢＩＤを狙う年であるので２０１１年はその準備として大事な年になる。皆さんにパスポートを取って頂いて皆さんで頑張っていきたい。
井上副理事長【意見】

事前アンケートは素晴らしい案である。メンバーを巻き込む手法として、打ち上げや同期会などでの声掛けをして頂きたい。

東海林室長【意見】

今年度のパスポートの申請書はまだある。パスポートの残存期間に関しての周知をお願いしたい。
野口副理事長【意見】
格安チケットで行けるように事前に分かると良い。行くと決めて２ヵ月前に格安チケットで行くのが一番安い。当委員会ではパスポートをスキャンして全員分チケットをすぐ取れるようにしている。

船橋理事長【コメント】

パスポート取得キャンペーン皆でとって行こう。

協議―０２　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣセネターゴルフ対応に関する件　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木本部長【上程】
菊池特別委員長【補足】

メンバーが集まらなければ本当にまずいことになる。皆さんで世界に羽ばたき頑張りたい。

三浦副理事長【補足】

すでにチケットが取れる時期ですので、是非宜しくお願い致します。

野口副理事長【意見】
日本ＪＣの現役とシニアの皆様が山形ＪＣに期待をしている。覚悟を持って参加して頂きたい。３月の年度末に大変だが調整して韓国だけは来て頂きたい。
齋藤洋也部会長【意見】

世界は近いということを理事会から発信していかなければならない。

會田部会長【意見】

発信ということに関して御協力していきたい。スケジュールに関しても調整していきたい。

船橋理事長【コメント】

このＪＣの活動を通して見聞が広がる可能性がある。初日必ず来て頂きたい。理事長ナイトを開催する。
協議―０３　四維ＪＣ新年会への参加（案）に関する件　　　　　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木本部長【上程】
高野部会長【意見】

今年度の経験から個人的なギフトを考えなければならない場合がある。
鈴木本部長【補足】
委員長が行けない場合でもメンバーに情報を発信して頂きたい。

野口副理事長【意見】

ギフトの件だが、例えば五月人形やひな祭り人形などの季節ごとの日本の文化の象徴を贈ったらどうか。正月だと羽子板とか山形に限らなくても良いと思う。
船橋理事長【コメント】

台湾もおいしいものもある良いところだ。御馳走するので必ず来て頂きたい。

協議―０４　４月連絡調整例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　夢を現実にする特別委員会
齋藤部会長【上程】

鈴木本部長【補足】

国外に対する抵抗を少なくするのが目的である。懇親会に重点を置いているので「登録のみ」ということに関して厳しくしていきたい。

菊池特別委員長【補足】

訂正として開催日時は水曜日である。ＡＳＡＰＡＣを楽しくする上で広く意見を頂きたい。
三浦副理事【補足】
この例会をもって自主的にＡＳＰＡＣに参加していこうと思えるような企画を考えていきたい。

伊藤委員長【意見】

私たちの委員会は５月に公開例会があるのでメンバータイムにて案内させて頂きたい。個人的には英会話よりも長野ＪＣがどのように意思統一してＡＳＡＰＣに向かっていたのかという討論会の方を期待している。

田牧財政局長【財政局より指摘】

いつも早い段階での議案提出ありがたい。予算の中で勘定科目を再度確認頂きたい。全体で勘定科目に間違いがある。確認頂きたい。
安藤室長【意見】
４月２４日に１７ＬＯＭ協働運動がある。ピーアールのほど宜しくお願いしたい。

酒井委員長【意見】

４月例会で認証式を行いたいので時間を頂きたい。

東海林室長【意見】

登録のみを認めないというのは如何かと思う。せっかく忙しい中来てくれているのだから認めないのではなくて何かあればと思う。
鈴木本部長【回答】

そもそも、登録のみと言う言葉は無いと思う。せっかく来てくれてありがとうは委員長としては良いが登録して帰るでは何を本人は持って帰るのか。次回案を持ってくる。

中村本部長【意見】

渉外関係で早めにピーアールしていきたい部分があるので後日連絡する。英会話セミナーはとても良いと思う。登録のみを認めないというのは総務委員会や事務局などの見解もあると思う。

野口副理事【意見】
事務局と時間を確認頂きたい。新入会員の認証式と監事講評は懇親会でするのはどうかと思う。委員会の報告が長々となるのであれば、１分だったら１分と決め資料を持ちえて挑戦して行くのも勉強だと思う。登録の件は過去のことは良いと思う。次年度委員長の皆さんがどうやってメンバーを誘うのか、例会への姿勢を考えて頂きたい。
安藤室長【意見】

日程の件で７月の連絡調整例会も夢を現実にする特別委員会と時間の限られた中で４月、７月と分けても良いのではないか。検討して頂きたい。
豊島委員長【質問】

英会話セミナーとは何をするのか。

鈴木本部長【回答】

予算では３名かと考えている。コミュニケーションを行う形で考えている。

豊島委員長【質問】

スピードラーニングも使うのか。

鈴木本部長【回答】

予算の関係でここでは上げていないがシニアの方からの提案で１つルームにでも置いて聞けるようにするなど、今から考えて行かなければならない。

齋藤洋也部会長【意見】
英会話もそうだが。ＶＰとかＪＣ用語の意味もどこかで教えて頂きたい。
船橋理事長【コメント】

連絡調整例会は私たちの情報共有であるとか、いろいろな要素を取り入れ、方向性を作りだすということを来年やらなければならない。

協議―０５　２０１１年度（社）山形青年会議所年間予算（案）に関する件　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【上程】
協議―０６　２０１１年度特別会費（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【上程】
鈴木本部長【意見】

京都会議での房の家にかかる費用について、特別年会費が適切かと思うが如何か。

奥山専務理事【回答】

今後検討させて頂きたい。今後の正副で対応させて頂きたい。

野口副理事長【意見】
特別年会費は理事長専務が理事に確認し、そして委員長がメンバーにお願いする形だ。ＬＯＭからだからしょうがないでは無く分からないことがあれば聞いて頂きたい。１度メンバーに説明して頂きたい。
協議―０７　その他
削除
１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山事務局長

報告―０１　各種大会・対外行事への参加促進と登録について　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島委員長【報告】

報告―０２　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【報告】

報告―０３　２０１１年度名刺（案）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【報告】
菊池特別委員長【意見】

日本の名刺もあるので参考にして頂きたい。

松田副理事長【意見】

花火大会特別委員会があいさつ回りの際インパクト不足かと思う。個人的には３番目が良い。

三浦副理事長【意見】

縦書きだと見にくいので、やはり文字は横文字の方が見やすいのではないか。日本ＪＣのルールを確認頂きたい。

報告―０４　荒井ブロック会長を励ます会について　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【報告】
報告―０５　全城連への役員出向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務理事【報告】

報告―０６　ＡＳＰＡＣプロジェクト会議議長について　　　　　　　　　　　　事務局
三浦副理事長【コメント】

実行委員会へ直結していく委員会である。全てを行う委員会ではない、皆さま１人１人のご協力宜しくお願いしたい。

１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

２０１１年度第１回理事会

２０１１年１月６日（木）１７：００　中央公民館
１９．監事講評
鈴木監事

皆さん、長時間に渡りお疲れ様でございます。今日も遅い時間まで皆さんに頑張って頂いたので短めにと思っております。２点ほど気付いた点がございますのでお話させて頂きたいと思います。まず本日で予定者として最後の会議ということでしたが、皆さんしっかりと議論されていたかと思います。前回も申しましたが基本的な山形青年会議所としてのルールを守りましょうと強調させて頂きます。スタッフセミナーに置きましてロバート議事法をご説明しましたが、今一度思いだして頂きまして、来年新旧理事会から始まります理事会から実践して頂きたいと思います、会議に参加せれるメンバーが皆同じ条件で会議に参加して頂ければと思います。議案なども事前に配信なる訳ですので確認して頂いて、そういった中で上程の時間発言の時間しっかりと自分の発言をして頂いて会議を円滑に進めて頂くと言うのが１点でございます。協議に入ってから活発な意見、前向きな意見が出たと思いますけども、２０１１年度海外であったり国内であったり、様々な所に我々メンバーが行かなければならないと、是非皆さんには海外ミッションであったり積極的に参加して頂きたいと思います。先ほどもありましたが、例会で有り海外ミッションで有りやはり２０１１年度は委員会メンバーにどうやって参加を伝えていくかが大事になって来るのかと思います。委員長の皆さま、そして部会長の皆さまが委員会の場でメンバーの皆さんに伝えていって頂きたいと思います。何はともあれ予定者として最後の会議でございます。しっかりとした意見を交わせた会議かと思います。次年度始まりましたら船橋理事長にリーダーシップを発揮して頂いて、我々もそのリーダーシップに負けないように２０１１年度頑張って頂きたいと思います。以上監事講評とさせて頂きます。
高橋監事
皆さん長時間に渡る会議お疲れ様でございます。私の方からは、スケジュールについてお話させて頂きます。まず、今回の議案を見て思ったのですが私が議案を書くときに教えて頂いたのが審議の前の財審の日程も上程のスケジュールに入れるのだと習ってきました。ところが今回議案を見てみると載っていない。私たちが見ますとこの議案は財審をちゃんと受けたのかなと思います。不安になって来ますしいつ受けたのかと思います。そう言った所で財審も意識して進めて頂ければと思います。あとこれは、理事会に出るようになってから気付いたのですが、例会、総会、新入会員の認証式このスケジュールが重なった時に理事会でスケジューリングしていないことが発覚することがたくさんあります。毎年必ずあることなのでそれぞれの担当例会を担当されている委員長はその次に何をするのかしっかりと把握した上でその当該委員会と調整した上で議案を作って頂きたいと思います。来年になりますと、ＡＳＰＡＣですとか、海外ミッションに向けた動きと言うことで、委員会以外にもいろいろとパワーを使わないといけない所が出てきます。そう言った仕切り直しの無駄な所にパワーを使うのであれば新しい海外ミッションであるかそう言った方向に向けて頂ければと思います。言い方は悪いですが、無駄な労力を使わなくていいようにスケジューリングをして頂ければと思います。あと各種大会の取りまとめですが、京都会議の案内が流れております。私も渉外委員会をして思ったのですが、期日まで返信をくれる人はほとんどいません。また期日を過ぎて委員会にお願いして１つ１つ確認して行くとこれも大変無駄な労力だと思います。行けるか行けないか期日が過ぎてから分かる人はいないと思うのですね。来た段階ですぐ返信返せるくらいでやって頂きたい、期日には全員の出席が固まっているとそうすることによってまた渉外委員会の無駄な労力が減るとそのパワーをＬＯＭナイトとかに注力出来ると思います。あと議案ですがこちらも期日をしっかり守って頂いて、やはり議案も事前に配信なっていますと皆さんの理事会へ臨む理解度も違ってきます。当日配信ですと議案に乗っていることも質問してしまいます。そう言ったことも防げますし、議案の方もしっかり期日を守って頂いて上程して頂きたいと思います。委員長さんが余裕をもって議案を上程して頂くのはもちろんですが、上程を受けた室長、副理事長も期日を守って上程して頂きたいと思います。明日の話になりますが、次年度監事を務める委員長の議案が前の日のお昼に配信と何をやっているのだと思われますが、その辺のところ各副理事長さん方も一生懸命やっているのを無駄にしないようやって頂きたいと思います。以上明日の言訳も含めまして監事講評とさせて頂きます。ありがとうございました。
２０．閉会
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